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　　　A　採択（字句等の軽微な修正を含む）、B　修正（再審査を要する）、C　不採択
　　⑵�［研究報告］及び［資料］は、閲読を行う。閲読者１名以上の審査に基づき、編集委員会が執筆者に内容の修正

を求めることがあり、修正に十分応じることができなかった場合は、不掲載となる場合がある。

６．執筆要項
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７．研究倫理
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ようにする。
　　�　また、本人と同定できる人物の顔が写った写真を掲載したい場合、以下の条件を満たすこととする。不可能な場

合は、本人と同定できないよう一部分を隠したりぼかしを入れたりする等の処理を行うこととする。
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９．原稿提出締切及び提出方法
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執筆者は、「執筆要項」において指定された形式で作成した原稿データ（WORDファイルと PDFファイル）を



Web から投稿する。（原則として PDFファイルを印刷用に使用）、投稿後の改稿要望には、編集委員会から要請を
行う場合を除き、一切応じない。

10．原稿の利用許諾権の移譲
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11．「活動報告」の掲載
　　�　［論文］［研究報告］［資料］の他に、［活動報告］の領域を設ける。［活動報告］についての内容、掲載の可否等

については編集委員会で決定する。

12．執筆者による校正
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